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日
の
出
町
は
、
都
心
か
ら
五
〇
㎞
圏
内
に
位
置

し
、
人
口
は
お
よ
そ
一
万
七
千
人
弱
、
東
西
お
よ

そ
十
二
㎞
、
南
北
二
、
五
㎞
、
面
積
二
八
㎢
の
広

さ
が
あ
り
、
そ
の
西
端
に
は
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立

公
園
の
表
玄
関
口
と
な
る
標
高
九
〇
二
ｍ
の
日
の

出
山
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
東
側
に
位
置
す
る
平

地
部
に
は
、
圏
央
道
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
）
が
走
り
、
日
の
出
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
周
辺

に
は
工
業
団
地
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
イ
オ

ン
モ
ー
ル
日
の
出
が
進
出
し
、
住
宅
地
の
整
備
が

進
む
な
ど
、
人
と
自
然
が
調
和
し
た
多
様
性
に
富

ん
だ
緑
豊
か
な
町
で
す
。

　

当
町
で
は
「
日
本
一
の
福
祉
の
町
づ
く
り
」
を

目
ざ
し
て
、
国
や
他
の
市
町
村
に
先
駆
け
て
子
育

て
支
援
の
充
実
と
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、

町
の
人
口
も
増
加
を
続
け
、
活
気
あ
ふ
れ
る
町
と

な
り
つ
つ
あ
り
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
視
察
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
と
い
う
面
で
は
当
町
の
取
組
み
は
ま

だ
発
展
途
上
の
段
階
で
す
が
、
自
然
と
人
と
が
融

合
し
た
伝
統
あ
る
町
と
し
て
多
く
の
人
達
に
日
の

出
町
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

数
年
前
、
当
町
の
近
く
に
あ
る
「
高
尾
山
」
が

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
三
ツ
星
を
獲
得
し
た
ニ
ュ
ー

ス
は
少
な
か
ら
ず
驚
き
で
し
た
。「
何
故
だ
ろ
う
」

と
い
う
疑
問
を
分
析
す
る
と
、
都
心
か
ら
の
身
近

な
ア
ク
セ
ス
、
幽
玄
さ
え
も
感
じ
さ
せ
る
豊
か
な

自
然
、
里
山
や
田
舎
の
風
情
等
が
、
外
国
人
観
光

客
に
と
っ
て
有
名
景
勝
地
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
魅

力
的
な
存
在
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
高
尾
山
と
似
た
自
然
環
境
と
長
い
歴
史
が
あ

る
当
町
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
固
定

観
念
を
捨
て
、
外
国
人
の
方
た
ち
が
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
観
光
資
源
の
発
掘
や
国
際
交
流
に

も
つ
な
が
る
体
験
事
業
を
町
で
実
施
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
外
国
人
の
皆
様
を
お
招

き
し
て
町
内
観
光
地
巡
り
等
を
行
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
特
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
の

が
、
日
の
出
山
と
並
ん
で
町
を
代
表
す
る
観
光
施

設
「
日
の
出
山
荘
、
中
曽
根
康
弘
・ロ
ナ
ル
ド
レ
ー

ガ
ン
日
米
首
脳
会
談
記
念
館
」
で
し
た
。
こ
の
記

念
館
は
、
昭
和
五
八
年
に
当
時
の
中
曽
根
総
理
大

臣
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
訪
日
時
に
、
総
理

の
別
荘
で
あ
る
茅
葺
屋
根
の
古
民
家
で
会
談
し
た

由
緒
あ
る
場
所
で
す
。Ｖ
Ｉ
Ｐ
訪
問
に
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
上
不
安
要
素
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
中
曽
根
総
理
が
日
本

の
田
舎
の
風
情
を
ぜ
ひ
見
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

こ
の
場
所
で
首
脳
会
談
を
実
現
さ
せ
た
い
き
さ
つ

が
あ
り
ま
す
。
後
に
、
レ
ー
ガ
ン
夫
妻
は
日
本
訪

問
の
思
い
出
と
し
て
、
特
に
日
の
出
山
荘
訪
問
が

印
象
に
残
っ
た
と
語
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中

曽
根
氏
も
臨
時
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
発
着
場
か
ら
山

荘
に
至
る
ま
で
の
移
動
の
際
、
沿
道
の
町
民
の
歓

迎
ぶ
り
に
感
動
し
た
こ
と
を
よ
く
回
顧
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
さ
に
、
こ
の
時
の
経
験
や
、
時
の
総
理
大
臣

が
こ
よ
な
く
愛
し
た
日
の
出
山
荘
と
い
う
存
在
か

ら
、
日
の
出
町
に
お
け
る
外
国
の
皆
様
へ
の
お
も
て

な
し
、
さ
ら
に
交
流
を
し
て
ゆ
く
た
め
の
大
き
な

キ
ー
ワ
ー
ド
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
気
軽
に

「
人
情
味
の
あ
る
日
本
の
田
舎
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
車
で
都

心
か
ら
約
一
時
間
で
来
ら
れ
る
場
所
、
そ
こ
に
は

美
味
し
い
空
気
、
森
の
緑
、
鳥
の
声
、
渓
流
の
せ

せ
ら
ぎ
、
地
場
の
食
材
、
ま
だ
ま
だ
残
る
古
民
家

や
土
蔵
、
流
行
の
言
葉
で
い
う
「
癒
し
」
の
素
材

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
町
民
の

温
か
い
お
も
て
な
し
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
、
お
抹
茶
、

そ
ば
打
ち
、
芋
掘
り
、
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
等
、

な
つ
か
し
い
日
本
の
原
風
景
は
、
外
国
の
皆
様
や

都
会
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
で
は
、
観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
募

集
し
、
援
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
が
主
体
と

な
る
活
動
・
取
り
組
み
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
当
た
り
前
の
よ

う
に
見
過
ご
し
て
い
た
も
の
、
外
国
の
皆
様
等
が

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
も
見
つ
け
ら
れ
、

人
情
豊
か
な
日
の
出
町
民
を
最
大
限
に
活
か
し
た

人
材
育
成
も
進
め
な
が
ら
町
の
特
色
を
出
す
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
国
際
交
流
を
実
現
・
充
実
さ
せ
る
た
め

に
は
、
外
国
語
に
よ
る
観
光
施
設
の
案
内
板
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
整
備
、
通
訳
と
い
っ
た
人
材
育
成
等

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
環
境
を

整
備
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
日
の
出
町
に
は
ご
み
の
焼
却
灰
を
セ

メ
ン
ト
に
造
り
か
え
る
、
世
界
に
誇
る
最
新
鋭
の

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
造
プ
ラ
ン
ト
や
、
現
代
の
日
本

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
象
徴
す
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
の
出

町
は
、
幅
広
い
魅
力
を
秘
め
た
「
手
ご
ろ
な
東
京

の
田
舎
」
の
存
在
感
と
人
の
温
か
さ
を
持
つ
身
近

な
町
と
し
て
、
今
後
も
国
際
交
流
に
努
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

日
の
出
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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東
京
の
田
舎
と
い
う
魅
力
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会員として活動に参加してください。
年会費：個人１万円　法人５万円（一口）
「風流」の同行取材にご協力いただけ
る方を募集しています。
広告を募集しています。

●

●

●
「風流」やIACホームページへの広告で、貴社、貴店の
 PRとともにIACの活動をサポートしてください。

一緒に実現する
IACの文化交流

広　　告

ご購入はコチラから▼
https://www.o-kyohan.co.jp/

恵まれた自然と資源　部族の多様性と統一を重視
絆はスワヒリ語　大使は孫連れ

こんにちは、大使館【 第 11 回 】

▲「ティンガティンガ」
１９６０年代後半、タンザニアのダルエスサラーム近郊で
誕生した独特の絵画スタイルで、創始者である
エドワード・サイディ・ティンガティンガの名前に由来する。
もともとは建築資材の正方形の合板に、塗装用の
エナメルペンキを使って、動物たちを大胆にデフォルメした構図と、
鮮やかな色彩で描いたのが始まり。

▲「マコンデ」と
　呼ばれる黒檀
　の彫刻

　東京・世田谷区の馬事公苑に程近い閑静な住宅街の中のとある
住宅。うっかりすると見過ごしてしまいそうな落ち着いたたたずま
いのタンザニア大使館で、 私たちを迎えてくれた女性がサロメ・Ｔ・
シジャオナ大使だ。

――タンザニアは山、湖、海、平原ー豊な自然環境に恵まれた
国として知られていますね。
大使「北にアフリカ一の高峰キリマンジャロ山、アフリカ一大き
いビクトリア湖、東に美しいインド洋、西に世界第二の長さのタ
ンガニーカ湖、そしてたくさんの野生動物が間近で観察できる自
然保護区、国立公園が数多く設定されています。年間を通じて世
界中から多くの観光客が訪れています。タンザニアの自然は大き
な資源でもあるのです」
――タンザニアはまた、人類史的にも歴史あるところだと聞きました。
大使「アフリカは人類発祥の地だといわれています。とりわけタ
ンザニアから 140 万年前のホモ・ハビリス（器用な人の意味）
と呼ばれる人類の人骨が掘り出されています。また当時のものと
見られる動物の骨や足跡も見つかっています。タンザニアは人、
動物ともに始まりの地なのです」
――自然だけではなく最近では様々な資源も発見されているよう
ですね。
大使「金、ダイヤモンドなどの宝石などに加え、石油、天然ガス
なども見つかっています。日本の商社も開発に参加しています」
――こうしてみるとタンザニアは大変恵まれた国のように見えます。
大使「確かにそうですが、タンザニアは部族の多様性とその統一
を大事にしています。タンザニアには１２０の部族があります。
これを統一し、同時に多様性を大事にしています。共通の言語ス
ワヒリ語が部族間を結びつけています。タンザニアは政治的にも
安定しており、平和を大事にしています。また、一国の平和だけ
でなく、周辺の紛争国からの難民も積極的に受け入れるなど国際
協力も重視しています」

　大使は職業外交官出身ではなく、国土省（日本の国土交通省
に相当）事務次官をへて日本の大使に。日本に勤務して２年。
「日本からの投資促進、観光客誘致、農産物の輸出促進などさら
に力を入れていきたい」
　インタビューの途中に小さな女の子が現れた。なんと、大使の
お孫さんサロメちゃん（５歳）。「東京では寂しいので赴任の時に
タンザニアから連れてきました。公邸で孫育てしています」サロ
メちゃんはインターナショナルスクールに通っているそうだ。かつ
て日本の人気テレビドラマに「子連れ狼」というのがあった。
　主題歌の「しとしとぴっちゃん しとぴちゃんーーー」というのも
流行った。
　こちらは珍しい「孫連れ大使」と言えるかもしれない。

文：山下靖典（IAC 顧問）
写真：藤倉明治（IAC 会員）

各国在日大使館は、ＩＡＣの活動のパートナーです。
それぞれの国について、「食」、「モノ」、「民族芸術」などの
シリーズとは別に、このコーナーでは直接、その国の在日
大使館を取材します。
引き続きＩＡＣ会員の取材で、このコーナーを構成します。
ご興味がある方は、事務局にお問い合わせください。

▲タンザニア連合共和国大使館 特命全権大使
 　Salome Thaddaus SIJAONA( サロメ・タダウス・シジャオナ ) さんと
　孫のサロメちゃん

タンザニア

▲民族楽器

ナミビア
ボツワナ

南アフリカ

アンゴラ
ザンビア

ガボン
赤道ギニア ソマリア

ケニア

ジンバブエ

モザンビーク

マダガスカル

ウガンダ
コンゴ共和国

カメルーン

ドドマ

タンザニア

マラウィ

▲ドドマ地方で
生産されている
ワイン

沖縄の精霊のおはなし。
沖縄の精霊
キジムナーと男の子
の友情のお話。

「キジムナーと
　　　   カミジュ」
　たまもと  さゆり

タイトル・作者



　

Ｉ
Ａ
Ｃ
の
文
化
交
流
シ
リ
ー
ズ
に
あ
ら
た
に
「
モ

ノ
か
ら
知
る
世
界
の
国
た
ち
」
が
加
わ
り
、
そ
の

初
回
と
し
て「
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
」を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

講
師
は
、
代
々
、
一
族
で
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
を
扱
っ
て

い
る
マ
ジ
ッ
ド
・
ロ
ガ
二
さ
ん
（
タ
ブ
リ
ー
ズ
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
）
で
、
そ
の
流
暢
な
日

本
語
の
楽
し
い
レ
ク
チ
ャ
ー
に
、
二
五
名
の
参
加
者

一
同
、
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
長
澤
安
志
さ
ん
は
、
イ
ラ
ン
へ
の

渡
航
歴
が
豊
富
で
夫
人
も
イ
ラ
ン
人
で
す
が
、
そ

の
長
澤
さ
ん
に
し
て
、
専
門
的
な
イ
ラ
ン
絨
毯
の

セ
ミ
ナ
ー
は
な
か
な
か
な
く
、
初
め
て
受
け
て
大

変
よ
か
っ
た
、
と
の
感
想
で
し
た
。「
絨
毯
学
」
と

名
付
け
て
も
よ
い
と
絶
賛
し
た
の
は
、
イ
ラ
ン
に

十
七
回
渡
航
経
験
が
あ
る
玉
崎
孝
吉
さ
ん
で
し
た
。

　

講
師
の
マ
ジ
ッ
ド
さ
ん
か
ら
は
、
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯

を
通
じ
て
イ
ラ
ン
を
知
っ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
、

参
加
者
の
質
問
か
ら
風
土
が
異
な
る
日
本
で
の
絨

毯
の
使
用
方
法
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
、
マ
ジ
ッ
ド
さ

ん
ら
業
者
が
、
丁
寧
に

説
明
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
た
、
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

以
下
、
参
加
者
の
井

田
英
恵
さ
ん
と
五
十
嵐

正
樹
さ
ん
の
感
想
を
紹

介
し
ま
す
。

ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
か
ら
イ
ラ
ン
が
み
え
た

　

井
田
英
恵

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
か
ら
イ
ラ
ン
の

文
化
や
生
活
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

以
下
、

当
日
の
内
容
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

高
い
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
は
、
ウ
ー
ル
、
シ
ル
ク
、
コ
ッ
ト

ン
の
三
つ
の
天
然
素
材
を
使
っ
て
い
て
、
手
織
り
で
す
。 

　

安
価
な
機
械
織
絨
毯
の
多
く
は
ア
ク
リ
ル
や
ポ
リ
プ

ル
ピ
レ
ン
と
呼
ば
れ
る
合
成
繊
維
を
使
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
手
織
り
と
機
械
織
り
の
見
分
け
方
は
、
裏
を
見
る

こ
と
。
機
械
織
り
は
、
糸
が
ほ
つ
れ
な
い
よ
う
に
、
裏

を
接
着
剤
で
固
め
て
い
る
の
で
畳
め
な
い
の
が
特
徴
で

す
。（
持
ち
運
ぶ
時
は
丸
め
る
）

　

パ
キ
ス
タ
ン
の
絨
毯
に
関
し
て
言
え
ば
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
非
常
に
高
い
、
理
由
は
、
物
価
や
人

件
費
が
安
い
か
ら
。
イ
ラ
ン
の
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
が
良
い
と

い
う
人
に
言
わ
せ
る
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
絨
毯
は
、
下

に
見
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
辺
り
は
個
人
の

価
値
観
。
安
く
て
質
が
い
い
絨
毯
が
欲
し
い
と
い
う
場

合
の
選
択
肢
に
、
と
講
師
は
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
健
康
面
に
関
し
て
気
に
な
っ
た
点
は
、
合
成

繊
維
の
体
へ
の
影
響
で
す
。
お
年
寄
り
が
合
成
繊
維
の

絨
毯
に
座
る
と
、
絨
毯
に
触
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
足
が

す
ー
っ
と
冷
え
て
く
る
感
じ
が
す
る
そ
う
で
す
。
天
然

素
材
の
ウ
ー
ル
で
は
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。 

　

最
後
は
、
イ
ラ
ン
と
日
本
の
文
化
の
生
活
様
式
に
つ

い
て
共
通
点
と
相
違
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

共
通
点
は
、
土
足
で
家
に
上
が
ら
な
い
。 

イ
ラ
ン
で
の
ペ

ル
シ
ャ
絨
毯
は
、
日
本
の
畳
と
同
じ
で
す
。 

　

相
違
点
は
、
イ
ラ
ン
に
は
外
に
は
植
物
が
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
家
の
中
に
植
物
を
飾
っ
た
り
、
絨
毯
の
デ

ザ
イ
ン
に
し
て
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
。 

日
本
に

は
外
に
は
緑
が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
か
、
家
の
中
に
は

植
物
が
少
な
い
と
講
師
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
は
離
れ
て
い
て
も
、
共
通
点
が
あ
る
と
親
し
み
を

感
じ
ま
し
た
。

ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
に
つ
い
て

五
十
嵐
正
樹

（
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
・
代
表
）

　

先
日
、Ｉ
Ａ
Ｃ
主
催
の
「
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
か
ら
イ
ラ
ン

を
知
る
」
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
、
多
く
の
方
々
は
熱
心
に

講
師
の
話
を
聴
い
て
い
た
。
筆
者
は
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
何
の
知
識
も
持
ち
合
わ
せ
て
は
い

な
い
が
―
大
方
の
日
本
人
は
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
に
つ
い
て

『
高
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
手
が
届
か
な
い

物
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
の
購
入
時
、
若
干
の
勇
気
が
い
る
ー
デ

ザ
イ
ン
、
価
格
、
大
き
さ
な
ど
の
面
で
戸
惑
い
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
居
住
環
境
も
問
題
で
あ
る
。
平
均
的
な
日
本

人
の
住
ま
い
は
、
欧
米
人
か
ら
ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ッ
チ
（
ウ
サ

ギ
小
屋
）と
言
わ
れ
た
よ
う
に
狭
い
住
宅
に
住
ん
で
お
り
、

絨
毯
を
敷
い
て
ご
満
悦
す
る
よ
う
な
環
境
と
は
程
遠
い
。

し
か
し
、
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
に
は
種
々
の
大
き
さ
が
あ
り
、

購
入
者
に
は
選
択
の
余
地
は
あ
る
が
、
人
間
に
は
本
性

と
し
て
、
大
き
い
こ
と
は
良
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
面
も

あ
り
、
で
き
れ
ば
大
き
な
家
に
住
ん
で
大
き
め
の
絨
毯

を
敷
い
て
み
た
い
望
み
も
あ
る
。

　

イ
ラ
ン
国
内
に
は
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
の
五
大
産
地
と
し
て
、

イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
、
ナ
イ
ン
、
カ
シ
ャ
ー
ン
、

コ
ム
が
あ
る
。
産
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
が
あ
る
た
め
、

▲講師のマジッド・ロガニさん
　（タブリーズコーポレーション代表取締役）

▲左からボツワナ大使館の秘書・観光担当の量昌子さん、
　参事官タボカ・マタラパビリさん、日の出町長・橋本聖二さん、
　ボツワナ大使館一等書記官ティラハロ・セカオさん

▲循環組合で、ごみ（焼却灰）をセメント化する
プラントの説明を受ける

▲日の出山荘の季節の和菓子と
　抹茶のおもてなしに、
　ホッと一息

写真：【ペルシャ絨毯からイランを知る】　藤倉哲也（講師写真）、藤倉明治（その他の写真）　【日の出町訪問】　日の出町役場

モ
ノ
か
ら
知
る
世
界
の
国
た
ち
①

ペ
ル
シ
ア
絨
毯
か
ら

イ
ラ
ン
を
知
る

最
後
は
、
購
入
者
の
好
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
が
な
ぜ
高
額
な
の
か

―
急
速
な
経
済
成
長
と
そ
れ
に
伴
う
高
い
イ
フ
レ
率

（
二
〇
〇
七
年
/
二
〇
%
）
が
元
凶
の
よ
う
で
あ
る
―

そ
の
影
響
を
受
け
、
絨
毯
産
業
か
ら
撤
退
し
、
不
動
産
・

建
築
業
へ
と
進
出
し
た
た
め
、
織
り
子
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
者
の
減
少
に
よ
る
賃
金
の
上
昇
が
顕
著
に
な
り
、

ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
の
価
格
は
急
上
昇
し
た
―
実
例
を
み
る

と
、
二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
、
織
り
子
の

賃
金
は
諸
物
価
の
高
騰
と
共
に
毎
年
三
〇
%
急
上
昇
、

絨
毯
価
格
も
同
様
に
毎
年
三
〇
%
高
騰
し
、
こ
の
三
年

間
で
二
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
と
い
う
。
絨
毯
は
今
後
、

益
々
高
価
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

■　事務局便り　■
2 つのイベントのお知らせです。詳細は、追ってホー
ムページやＦＡＣＥＢＯＯＫでお知らせしますが、お
気軽に事務局にもお問い合わせください。また、関連
する風流のバックナンバー 11 号と 20 号もご希望の方
にお送りします。
食から知る民族文化⑧アルメニア　
◎11 月 3日（土）　午後　田町リーブラにて
◎参加料：2000 円（ＩＡＣ会員は 1000 円）
風流 20 号の「こんにちは、大使館」で紹介したアル
メニアを今度は、「食」のシリーズで取り上げます。
世界の民族芸術シリーズ第 30回　ハンガリー
◎2013 年 1月 12 日（土）麻布区民センター
◎入場料：2000 円（予定）
旧ハンガリー領のトランシルヴァニア（現在のルーマ
ニアの北西部）の民族舞踊と音楽をお楽しみください。
トランシルヴァニアについては風流 11 号の「わがま
ちで文化交流」で紹介しました。
 
ＩＡＣの第 6 回総会を 6 月 11 日、新宿区のソフィア
株式会社にて参加者 30 名（委任状含む）で開催しま
した。
今の目標は、寄附金税額控除が受けられる認定ＮＰＯ
となることです。皆様の更なるご支援をお願いします。
 
各国の工芸品に会える
ＩＡＣインターネットショップへの
ご来店をお待ちしております。
http://iactokyo.shop-pro.jp
（右写真：藤倉明治）

（事務局：金屋輝美）

▲ペルシャ絨毯の 5大産地の一つ
　タブリーズ製（マジッドさんの出身地）

▲レクチャーのお伴も
イラン産（ナツメヤシ、
ピスタチオ、アーモンド）

６
月
10
日　

世
田
谷
区
下
北
沢　

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

６
月
21
日

日
の
出
町
訪
問

ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館

一
行
と
と
も
に

アフガニスタン
テヘラン

イラン

トルクメニスタン

ウズベキスタン キルギスタン

中国

サウジアラビア

イラク

インド

ネパールパキスタン

▲

お国自慢の交換、
　ボツワナバスケットと
　日の出町トマトをお互いに
　プレゼント

　

初
め
て
の
日
の
出
町
訪
問
は
と
て
も
印
象
深
い
も
の
で
し
た
。
日

本
は
豊
か
な
文
化
を
有
し
、
伝
統
を
守
り
継
い
で
き
た
国
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
の
出
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
の
出
山
荘
と
い
う
伝
統
家
屋
や
文
化
財
を
受
け
継
ぎ
、
穏
や
か

で
美
し
い
自
然
の
風
景
が
広
が
る
こ
の
町
が
、
多
く
の
観
光
客
を
引

き
つ
け
て
い
る
の
も
頷
け
ま
す
。
人
口
は
約
一
万
六
八
〇
〇
人
と
少

な
い
も
の
の
、
エ
コ
・
セ
メ
ン
ト
工
場
な
ど
の
活
発
な
経
済
活
動
や

観
光
資
源
が
、
こ
れ
か
ら
も
町
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

橋
本
町
長
か
ら
、
日
の
出
町
の
社
会
的
・
経
済
的
取
り
組
み
や
、

住
民
を
支
援
す
る
政
策
、
そ
れ
に
よ
っ
て
挙
が
っ
て
い
る
成
果
な
ど

に
つ
い
て
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
私
た
ち
は
、
日
ノ
出
町
と
の

協
力
関
係
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

橋
本
町
長
お
よ
び
関
係
者
の
方
々
か
ら
受
け
た
温
か
い
歓
迎
に
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、大
使
館
と
日
の
出
町
の
双
方
に
と
っ

て
為
に
な
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
日

本
と
ボ
ツ
ワ
ナ
の
間
で
、
人
と
人
と
の
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い

く
こ
と
を
願
い
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
日
の
出
町
と
ボ
ツ
ワ
ナ
の
町
で
、

姉
妹
都
市
の
よ
う
な
友
好
関
係
が
結
べ
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

日
の
出
町
と
親
交
の
深
い
地
域
創
造

プ
ロ
ジ
ュ
ー
サ
ー
の
二
瓶
長
記
さ
ん
か
ら
、

日
の
出
町
が
町
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
た
い
、
国
際
交

流
に
も
も
っ
と
力
を
入
れ
た
い
と
希
望
さ
れ
て
い
る
、
と
聞
き

ま
し
た
。Ｉ
Ａ
Ｃ
で
は
、
各
国
大
使
館
の
中
で
も
、
文
化
交
流

に
大
変
熱
心
な
ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館
と
の
交
流
を
提
案
し
ま
し

た
。
訪
問
ま
で
の
経
緯
と
ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。

　

Ｉ
Ａ
Ｃ
の
提
案
を
受
け
て
、
五
月
に
日
の
出
町
産
業
観
光
課
・

課
長
の
橋
本
和
弘
さ
ん
と
同
観
光
係
長
の
谷
合
和
久
さ
ん
が
ボ
ツ

ワ
ナ
大
使
館
に
て
、
日
の
出
町
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
ま

ず
は
、
直
接
、
日
の
出
町
を
体
験
し
て
欲
し
い
、
と
招
待
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
、
ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館
の
参
事
官
タ
ボ
カ
･
マ

タ
ラ
パ
ビ
リ
さ
ん
、
一
等
書
記
官
テ
ィ
ラ
ハ
ロ・
セ
カ
オ
さ
ん
、
秘
書
・

観
光
担
当
の
量
昌
子
さ
ん
一
行
の
日
の
出
町
訪
問
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
日
の
出
町
役
場
に
て
町
長
の
橋
本
聖
二
さ
ん
、

副
町
長
の
細
渕
清
さ
ん
と
懇
談
、
そ
の
後
は
、
役
場
の
車
で
観
光

課
の
橋
本
さ
ん
た
ち
の
案
内
で
、
ご
み
（
焼
却
灰
）
を
セ
メ
ン
ト

化
す
る
最
新
鋭
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
施
設
の
循
環
組
合
、
日
の

出
山
荘
（
中
曽
根
元
総
理
大
臣
と
レ
ー
ガ
ン
元
ア
メ
リ
カ
大
統
領

が
会
談
し
た
場
所
）、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の
出

な
ど
、
お
よ
そ
四
時
間
か
け
て
日
の
出
町
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
面
白
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
都
心
か
ら
車
で

一
時
間
の
「
東
京
の
田
舎
」
で
あ
る
日
の
出
町
全
体
が
魅
力
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
日
の
出
町
の
国
際
交
流
に
Ｉ
Ａ
Ｃ
も
で
き
る

限
り
の
協
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

   （
ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館
か
ら
）

   

ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館
の
日
の
出
町
訪
問
に
寄
せ
て

神奈川

山梨

埼玉

東京都
JR東京駅

JR 新宿駅

JR 武蔵五日市
JR 立川駅

日の出町



　

Ｉ
Ａ
Ｃ
の
文
化
交
流
シ
リ
ー
ズ
に
あ
ら
た
に
「
モ

ノ
か
ら
知
る
世
界
の
国
た
ち
」
が
加
わ
り
、
そ
の

初
回
と
し
て「
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
」を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

講
師
は
、
代
々
、
一
族
で
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
を
扱
っ
て

い
る
マ
ジ
ッ
ド
・
ロ
ガ
二
さ
ん
（
タ
ブ
リ
ー
ズ
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
）
で
、
そ
の
流
暢
な
日

本
語
の
楽
し
い
レ
ク
チ
ャ
ー
に
、
二
五
名
の
参
加
者

一
同
、
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
長
澤
安
志
さ
ん
は
、
イ
ラ
ン
へ
の

渡
航
歴
が
豊
富
で
夫
人
も
イ
ラ
ン
人
で
す
が
、
そ

の
長
澤
さ
ん
に
し
て
、
専
門
的
な
イ
ラ
ン
絨
毯
の

セ
ミ
ナ
ー
は
な
か
な
か
な
く
、
初
め
て
受
け
て
大

変
よ
か
っ
た
、
と
の
感
想
で
し
た
。「
絨
毯
学
」
と

名
付
け
て
も
よ
い
と
絶
賛
し
た
の
は
、
イ
ラ
ン
に

十
七
回
渡
航
経
験
が
あ
る
玉
崎
孝
吉
さ
ん
で
し
た
。

　

講
師
の
マ
ジ
ッ
ド
さ
ん
か
ら
は
、
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯

を
通
じ
て
イ
ラ
ン
を
知
っ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
、

参
加
者
の
質
問
か
ら
風
土
が
異
な
る
日
本
で
の
絨

毯
の
使
用
方
法
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
、
マ
ジ
ッ
ド
さ

ん
ら
業
者
が
、
丁
寧
に

説
明
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
た
、
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

以
下
、
参
加
者
の
井

田
英
恵
さ
ん
と
五
十
嵐

正
樹
さ
ん
の
感
想
を
紹

介
し
ま
す
。

ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
か
ら
イ
ラ
ン
が
み
え
た

　

井
田
英
恵

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
か
ら
イ
ラ
ン
の

文
化
や
生
活
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

以
下
、

当
日
の
内
容
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

高
い
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
は
、
ウ
ー
ル
、
シ
ル
ク
、
コ
ッ
ト

ン
の
三
つ
の
天
然
素
材
を
使
っ
て
い
て
、
手
織
り
で
す
。 

　

安
価
な
機
械
織
絨
毯
の
多
く
は
ア
ク
リ
ル
や
ポ
リ
プ

ル
ピ
レ
ン
と
呼
ば
れ
る
合
成
繊
維
を
使
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
手
織
り
と
機
械
織
り
の
見
分
け
方
は
、
裏
を
見
る

こ
と
。
機
械
織
り
は
、
糸
が
ほ
つ
れ
な
い
よ
う
に
、
裏

を
接
着
剤
で
固
め
て
い
る
の
で
畳
め
な
い
の
が
特
徴
で

す
。（
持
ち
運
ぶ
時
は
丸
め
る
）

　

パ
キ
ス
タ
ン
の
絨
毯
に
関
し
て
言
え
ば
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
非
常
に
高
い
、
理
由
は
、
物
価
や
人

件
費
が
安
い
か
ら
。
イ
ラ
ン
の
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
が
良
い
と

い
う
人
に
言
わ
せ
る
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
絨
毯
は
、
下

に
見
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
辺
り
は
個
人
の

価
値
観
。
安
く
て
質
が
い
い
絨
毯
が
欲
し
い
と
い
う
場

合
の
選
択
肢
に
、
と
講
師
は
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
健
康
面
に
関
し
て
気
に
な
っ
た
点
は
、
合
成

繊
維
の
体
へ
の
影
響
で
す
。
お
年
寄
り
が
合
成
繊
維
の

絨
毯
に
座
る
と
、
絨
毯
に
触
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
足
が

す
ー
っ
と
冷
え
て
く
る
感
じ
が
す
る
そ
う
で
す
。
天
然

素
材
の
ウ
ー
ル
で
は
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。 

　

最
後
は
、
イ
ラ
ン
と
日
本
の
文
化
の
生
活
様
式
に
つ

い
て
共
通
点
と
相
違
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

共
通
点
は
、
土
足
で
家
に
上
が
ら
な
い
。 

イ
ラ
ン
で
の
ペ

ル
シ
ャ
絨
毯
は
、
日
本
の
畳
と
同
じ
で
す
。 

　

相
違
点
は
、
イ
ラ
ン
に
は
外
に
は
植
物
が
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
家
の
中
に
植
物
を
飾
っ
た
り
、
絨
毯
の
デ

ザ
イ
ン
に
し
て
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
。 

日
本
に

は
外
に
は
緑
が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
か
、
家
の
中
に
は

植
物
が
少
な
い
と
講
師
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
は
離
れ
て
い
て
も
、
共
通
点
が
あ
る
と
親
し
み
を

感
じ
ま
し
た
。

ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
に
つ
い
て

五
十
嵐
正
樹

（
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
・
代
表
）

　

先
日
、Ｉ
Ａ
Ｃ
主
催
の
「
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
か
ら
イ
ラ
ン

を
知
る
」
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
、
多
く
の
方
々
は
熱
心
に

講
師
の
話
を
聴
い
て
い
た
。
筆
者
は
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
何
の
知
識
も
持
ち
合
わ
せ
て
は
い

な
い
が
―
大
方
の
日
本
人
は
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
に
つ
い
て

『
高
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
手
が
届
か
な
い

物
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
の
購
入
時
、
若
干
の
勇
気
が
い
る
ー
デ

ザ
イ
ン
、
価
格
、
大
き
さ
な
ど
の
面
で
戸
惑
い
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
居
住
環
境
も
問
題
で
あ
る
。
平
均
的
な
日
本

人
の
住
ま
い
は
、
欧
米
人
か
ら
ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ッ
チ
（
ウ
サ

ギ
小
屋
）と
言
わ
れ
た
よ
う
に
狭
い
住
宅
に
住
ん
で
お
り
、

絨
毯
を
敷
い
て
ご
満
悦
す
る
よ
う
な
環
境
と
は
程
遠
い
。

し
か
し
、
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
に
は
種
々
の
大
き
さ
が
あ
り
、

購
入
者
に
は
選
択
の
余
地
は
あ
る
が
、
人
間
に
は
本
性

と
し
て
、
大
き
い
こ
と
は
良
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
面
も

あ
り
、
で
き
れ
ば
大
き
な
家
に
住
ん
で
大
き
め
の
絨
毯

を
敷
い
て
み
た
い
望
み
も
あ
る
。

　

イ
ラ
ン
国
内
に
は
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
の
五
大
産
地
と
し
て
、

イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
、
ナ
イ
ン
、
カ
シ
ャ
ー
ン
、

コ
ム
が
あ
る
。
産
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
が
あ
る
た
め
、

▲講師のマジッド・ロガニさん
　（タブリーズコーポレーション代表取締役）

▲左からボツワナ大使館の秘書・観光担当の量昌子さん、
　参事官タボカ・マタラパビリさん、日の出町長・橋本聖二さん、
　ボツワナ大使館一等書記官ティラハロ・セカオさん

▲循環組合で、ごみ（焼却灰）をセメント化する
プラントの説明を受ける

▲日の出山荘の季節の和菓子と
　抹茶のおもてなしに、
　ホッと一息

写真：【ペルシャ絨毯からイランを知る】　藤倉哲也（講師写真）、藤倉明治（その他の写真）　【日の出町訪問】　日の出町役場

モ
ノ
か
ら
知
る
世
界
の
国
た
ち
①

ペ
ル
シ
ア
絨
毯
か
ら

イ
ラ
ン
を
知
る

最
後
は
、
購
入
者
の
好
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
が
な
ぜ
高
額
な
の
か

―
急
速
な
経
済
成
長
と
そ
れ
に
伴
う
高
い
イ
フ
レ
率

（
二
〇
〇
七
年
/
二
〇
%
）
が
元
凶
の
よ
う
で
あ
る
―

そ
の
影
響
を
受
け
、
絨
毯
産
業
か
ら
撤
退
し
、
不
動
産
・

建
築
業
へ
と
進
出
し
た
た
め
、
織
り
子
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
者
の
減
少
に
よ
る
賃
金
の
上
昇
が
顕
著
に
な
り
、

ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
の
価
格
は
急
上
昇
し
た
―
実
例
を
み
る

と
、
二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
、
織
り
子
の

賃
金
は
諸
物
価
の
高
騰
と
共
に
毎
年
三
〇
%
急
上
昇
、

絨
毯
価
格
も
同
様
に
毎
年
三
〇
%
高
騰
し
、
こ
の
三
年

間
で
二
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
と
い
う
。
絨
毯
は
今
後
、

益
々
高
価
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

■　事務局便り　■
2 つのイベントのお知らせです。詳細は、追ってホー
ムページやＦＡＣＥＢＯＯＫでお知らせしますが、お
気軽に事務局にもお問い合わせください。また、関連
する風流のバックナンバー 11 号と 20 号もご希望の方
にお送りします。
食から知る民族文化⑧アルメニア　
◎11 月 3日（土）　午後　田町リーブラにて
◎参加料：2000 円（ＩＡＣ会員は 1000 円）
風流 20 号の「こんにちは、大使館」で紹介したアル
メニアを今度は、「食」のシリーズで取り上げます。
世界の民族芸術シリーズ第 30回　ハンガリー
◎2013 年 1月 12 日（土）麻布区民センター
◎入場料：2000 円（予定）
旧ハンガリー領のトランシルヴァニア（現在のルーマ
ニアの北西部）の民族舞踊と音楽をお楽しみください。
トランシルヴァニアについては風流 11 号の「わがま
ちで文化交流」で紹介しました。
 
ＩＡＣの第 6 回総会を 6 月 11 日、新宿区のソフィア
株式会社にて参加者 30 名（委任状含む）で開催しま
した。
今の目標は、寄附金税額控除が受けられる認定ＮＰＯ
となることです。皆様の更なるご支援をお願いします。
 
各国の工芸品に会える
ＩＡＣインターネットショップへの
ご来店をお待ちしております。
http://iactokyo.shop-pro.jp
（右写真：藤倉明治）

（事務局：金屋輝美）

▲ペルシャ絨毯の 5大産地の一つ
　タブリーズ製（マジッドさんの出身地）

▲レクチャーのお伴も
イラン産（ナツメヤシ、
ピスタチオ、アーモンド）

６
月
10
日　

世
田
谷
区
下
北
沢　

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

６
月
21
日

日
の
出
町
訪
問

ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館

一
行
と
と
も
に

アフガニスタン
テヘラン

イラン

トルクメニスタン

ウズベキスタン キルギスタン

中国

サウジアラビア

イラク

インド

ネパールパキスタン

▲

お国自慢の交換、
　ボツワナバスケットと
　日の出町トマトをお互いに
　プレゼント

　

初
め
て
の
日
の
出
町
訪
問
は
と
て
も
印
象
深
い
も
の
で
し
た
。
日

本
は
豊
か
な
文
化
を
有
し
、
伝
統
を
守
り
継
い
で
き
た
国
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
の
出
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
の
出
山
荘
と
い
う
伝
統
家
屋
や
文
化
財
を
受
け
継
ぎ
、
穏
や
か

で
美
し
い
自
然
の
風
景
が
広
が
る
こ
の
町
が
、
多
く
の
観
光
客
を
引

き
つ
け
て
い
る
の
も
頷
け
ま
す
。
人
口
は
約
一
万
六
八
〇
〇
人
と
少

な
い
も
の
の
、
エ
コ
・
セ
メ
ン
ト
工
場
な
ど
の
活
発
な
経
済
活
動
や

観
光
資
源
が
、
こ
れ
か
ら
も
町
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

橋
本
町
長
か
ら
、
日
の
出
町
の
社
会
的
・
経
済
的
取
り
組
み
や
、

住
民
を
支
援
す
る
政
策
、
そ
れ
に
よ
っ
て
挙
が
っ
て
い
る
成
果
な
ど

に
つ
い
て
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
私
た
ち
は
、
日
ノ
出
町
と
の

協
力
関
係
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

橋
本
町
長
お
よ
び
関
係
者
の
方
々
か
ら
受
け
た
温
か
い
歓
迎
に
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、大
使
館
と
日
の
出
町
の
双
方
に
と
っ

て
為
に
な
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
日

本
と
ボ
ツ
ワ
ナ
の
間
で
、
人
と
人
と
の
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い

く
こ
と
を
願
い
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
日
の
出
町
と
ボ
ツ
ワ
ナ
の
町
で
、

姉
妹
都
市
の
よ
う
な
友
好
関
係
が
結
べ
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

日
の
出
町
と
親
交
の
深
い
地
域
創
造

プ
ロ
ジ
ュ
ー
サ
ー
の
二
瓶
長
記
さ
ん
か
ら
、

日
の
出
町
が
町
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
た
い
、
国
際
交

流
に
も
も
っ
と
力
を
入
れ
た
い
と
希
望
さ
れ
て
い
る
、
と
聞
き

ま
し
た
。Ｉ
Ａ
Ｃ
で
は
、
各
国
大
使
館
の
中
で
も
、
文
化
交
流

に
大
変
熱
心
な
ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館
と
の
交
流
を
提
案
し
ま
し

た
。
訪
問
ま
で
の
経
緯
と
ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。

　

Ｉ
Ａ
Ｃ
の
提
案
を
受
け
て
、
五
月
に
日
の
出
町
産
業
観
光
課
・

課
長
の
橋
本
和
弘
さ
ん
と
同
観
光
係
長
の
谷
合
和
久
さ
ん
が
ボ
ツ

ワ
ナ
大
使
館
に
て
、
日
の
出
町
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
ま

ず
は
、
直
接
、
日
の
出
町
を
体
験
し
て
欲
し
い
、
と
招
待
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
、
ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館
の
参
事
官
タ
ボ
カ
･
マ

タ
ラ
パ
ビ
リ
さ
ん
、
一
等
書
記
官
テ
ィ
ラ
ハ
ロ・
セ
カ
オ
さ
ん
、
秘
書
・

観
光
担
当
の
量
昌
子
さ
ん
一
行
の
日
の
出
町
訪
問
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
日
の
出
町
役
場
に
て
町
長
の
橋
本
聖
二
さ
ん
、

副
町
長
の
細
渕
清
さ
ん
と
懇
談
、
そ
の
後
は
、
役
場
の
車
で
観
光

課
の
橋
本
さ
ん
た
ち
の
案
内
で
、
ご
み
（
焼
却
灰
）
を
セ
メ
ン
ト

化
す
る
最
新
鋭
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
施
設
の
循
環
組
合
、
日
の

出
山
荘
（
中
曽
根
元
総
理
大
臣
と
レ
ー
ガ
ン
元
ア
メ
リ
カ
大
統
領

が
会
談
し
た
場
所
）、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の
出

な
ど
、
お
よ
そ
四
時
間
か
け
て
日
の
出
町
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
面
白
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
都
心
か
ら
車
で

一
時
間
の
「
東
京
の
田
舎
」
で
あ
る
日
の
出
町
全
体
が
魅
力
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
日
の
出
町
の
国
際
交
流
に
Ｉ
Ａ
Ｃ
も
で
き
る

限
り
の
協
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

   （
ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館
か
ら
）

   

ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
館
の
日
の
出
町
訪
問
に
寄
せ
て

神奈川

山梨

埼玉

東京都
JR東京駅

JR 新宿駅

JR 武蔵五日市
JR 立川駅

日の出町
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日
の
出
町
は
、
都
心
か
ら
五
〇
㎞
圏
内
に
位
置

し
、
人
口
は
お
よ
そ
一
万
七
千
人
弱
、
東
西
お
よ

そ
十
二
㎞
、
南
北
二
、
五
㎞
、
面
積
二
八
㎢
の
広

さ
が
あ
り
、
そ
の
西
端
に
は
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立

公
園
の
表
玄
関
口
と
な
る
標
高
九
〇
二
ｍ
の
日
の

出
山
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
東
側
に
位
置
す
る
平

地
部
に
は
、
圏
央
道
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
）
が
走
り
、
日
の
出
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
周
辺

に
は
工
業
団
地
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
イ
オ

ン
モ
ー
ル
日
の
出
が
進
出
し
、
住
宅
地
の
整
備
が

進
む
な
ど
、
人
と
自
然
が
調
和
し
た
多
様
性
に
富

ん
だ
緑
豊
か
な
町
で
す
。

　

当
町
で
は
「
日
本
一
の
福
祉
の
町
づ
く
り
」
を

目
ざ
し
て
、
国
や
他
の
市
町
村
に
先
駆
け
て
子
育

て
支
援
の
充
実
と
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、

町
の
人
口
も
増
加
を
続
け
、
活
気
あ
ふ
れ
る
町
と

な
り
つ
つ
あ
り
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
視
察
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
と
い
う
面
で
は
当
町
の
取
組
み
は
ま

だ
発
展
途
上
の
段
階
で
す
が
、
自
然
と
人
と
が
融

合
し
た
伝
統
あ
る
町
と
し
て
多
く
の
人
達
に
日
の

出
町
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

数
年
前
、
当
町
の
近
く
に
あ
る
「
高
尾
山
」
が

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
三
ツ
星
を
獲
得
し
た
ニ
ュ
ー

ス
は
少
な
か
ら
ず
驚
き
で
し
た
。「
何
故
だ
ろ
う
」

と
い
う
疑
問
を
分
析
す
る
と
、
都
心
か
ら
の
身
近

な
ア
ク
セ
ス
、
幽
玄
さ
え
も
感
じ
さ
せ
る
豊
か
な

自
然
、
里
山
や
田
舎
の
風
情
等
が
、
外
国
人
観
光

客
に
と
っ
て
有
名
景
勝
地
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
魅

力
的
な
存
在
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
高
尾
山
と
似
た
自
然
環
境
と
長
い
歴
史
が
あ

る
当
町
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
固
定

観
念
を
捨
て
、
外
国
人
の
方
た
ち
が
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
観
光
資
源
の
発
掘
や
国
際
交
流
に

も
つ
な
が
る
体
験
事
業
を
町
で
実
施
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
外
国
人
の
皆
様
を
お
招

き
し
て
町
内
観
光
地
巡
り
等
を
行
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
特
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
の

が
、
日
の
出
山
と
並
ん
で
町
を
代
表
す
る
観
光
施

設
「
日
の
出
山
荘
、
中
曽
根
康
弘
・ロ
ナ
ル
ド
レ
ー

ガ
ン
日
米
首
脳
会
談
記
念
館
」
で
し
た
。
こ
の
記

念
館
は
、
昭
和
五
八
年
に
当
時
の
中
曽
根
総
理
大

臣
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
訪
日
時
に
、
総
理

の
別
荘
で
あ
る
茅
葺
屋
根
の
古
民
家
で
会
談
し
た

由
緒
あ
る
場
所
で
す
。Ｖ
Ｉ
Ｐ
訪
問
に
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
上
不
安
要
素
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
中
曽
根
総
理
が
日
本

の
田
舎
の
風
情
を
ぜ
ひ
見
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

こ
の
場
所
で
首
脳
会
談
を
実
現
さ
せ
た
い
き
さ
つ

が
あ
り
ま
す
。
後
に
、
レ
ー
ガ
ン
夫
妻
は
日
本
訪

問
の
思
い
出
と
し
て
、
特
に
日
の
出
山
荘
訪
問
が

印
象
に
残
っ
た
と
語
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中

曽
根
氏
も
臨
時
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
発
着
場
か
ら
山

荘
に
至
る
ま
で
の
移
動
の
際
、
沿
道
の
町
民
の
歓

迎
ぶ
り
に
感
動
し
た
こ
と
を
よ
く
回
顧
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
さ
に
、
こ
の
時
の
経
験
や
、
時
の
総
理
大
臣

が
こ
よ
な
く
愛
し
た
日
の
出
山
荘
と
い
う
存
在
か

ら
、
日
の
出
町
に
お
け
る
外
国
の
皆
様
へ
の
お
も
て

な
し
、
さ
ら
に
交
流
を
し
て
ゆ
く
た
め
の
大
き
な

キ
ー
ワ
ー
ド
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
気
軽
に

「
人
情
味
の
あ
る
日
本
の
田
舎
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
車
で
都

心
か
ら
約
一
時
間
で
来
ら
れ
る
場
所
、
そ
こ
に
は

美
味
し
い
空
気
、
森
の
緑
、
鳥
の
声
、
渓
流
の
せ

せ
ら
ぎ
、
地
場
の
食
材
、
ま
だ
ま
だ
残
る
古
民
家

や
土
蔵
、
流
行
の
言
葉
で
い
う
「
癒
し
」
の
素
材

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
町
民
の

温
か
い
お
も
て
な
し
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
、
お
抹
茶
、

そ
ば
打
ち
、
芋
掘
り
、
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
等
、

な
つ
か
し
い
日
本
の
原
風
景
は
、
外
国
の
皆
様
や

都
会
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
で
は
、
観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
募

集
し
、
援
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
が
主
体
と

な
る
活
動
・
取
り
組
み
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
当
た
り
前
の
よ

う
に
見
過
ご
し
て
い
た
も
の
、
外
国
の
皆
様
等
が

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
も
見
つ
け
ら
れ
、

人
情
豊
か
な
日
の
出
町
民
を
最
大
限
に
活
か
し
た

人
材
育
成
も
進
め
な
が
ら
町
の
特
色
を
出
す
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
国
際
交
流
を
実
現
・
充
実
さ
せ
る
た
め

に
は
、
外
国
語
に
よ
る
観
光
施
設
の
案
内
板
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
整
備
、
通
訳
と
い
っ
た
人
材
育
成
等

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
環
境
を

整
備
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
日
の
出
町
に
は
ご
み
の
焼
却
灰
を
セ

メ
ン
ト
に
造
り
か
え
る
、
世
界
に
誇
る
最
新
鋭
の

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
造
プ
ラ
ン
ト
や
、
現
代
の
日
本

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
象
徴
す
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
の
出

町
は
、
幅
広
い
魅
力
を
秘
め
た
「
手
ご
ろ
な
東
京

の
田
舎
」
の
存
在
感
と
人
の
温
か
さ
を
持
つ
身
近

な
町
と
し
て
、
今
後
も
国
際
交
流
に
努
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

日
の
出
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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会員として活動に参加してください。
年会費：個人１万円　法人５万円（一口）
「風流」の同行取材にご協力いただけ
る方を募集しています。
広告を募集しています。

●

●

●
「風流」やIACホームページへの広告で、貴社、貴店の
 PRとともにIACの活動をサポートしてください。

一緒に実現する
IACの文化交流

広　　告

ご購入はコチラから▼
https://www.o-kyohan.co.jp/

恵まれた自然と資源　部族の多様性と統一を重視
絆はスワヒリ語　大使は孫連れ

こんにちは、大使館【 第 11 回 】

▲「ティンガティンガ」
１９６０年代後半、タンザニアのダルエスサラーム近郊で
誕生した独特の絵画スタイルで、創始者である
エドワード・サイディ・ティンガティンガの名前に由来する。
もともとは建築資材の正方形の合板に、塗装用の
エナメルペンキを使って、動物たちを大胆にデフォルメした構図と、
鮮やかな色彩で描いたのが始まり。

▲「マコンデ」と
　呼ばれる黒檀
　の彫刻

　東京・世田谷区の馬事公苑に程近い閑静な住宅街の中のとある
住宅。うっかりすると見過ごしてしまいそうな落ち着いたたたずま
いのタンザニア大使館で、 私たちを迎えてくれた女性がサロメ・Ｔ・
シジャオナ大使だ。

――タンザニアは山、湖、海、平原ー豊な自然環境に恵まれた
国として知られていますね。
大使「北にアフリカ一の高峰キリマンジャロ山、アフリカ一大き
いビクトリア湖、東に美しいインド洋、西に世界第二の長さのタ
ンガニーカ湖、そしてたくさんの野生動物が間近で観察できる自
然保護区、国立公園が数多く設定されています。年間を通じて世
界中から多くの観光客が訪れています。タンザニアの自然は大き
な資源でもあるのです」
――タンザニアはまた、人類史的にも歴史あるところだと聞きました。
大使「アフリカは人類発祥の地だといわれています。とりわけタ
ンザニアから 140 万年前のホモ・ハビリス（器用な人の意味）
と呼ばれる人類の人骨が掘り出されています。また当時のものと
見られる動物の骨や足跡も見つかっています。タンザニアは人、
動物ともに始まりの地なのです」
――自然だけではなく最近では様々な資源も発見されているよう
ですね。
大使「金、ダイヤモンドなどの宝石などに加え、石油、天然ガス
なども見つかっています。日本の商社も開発に参加しています」
――こうしてみるとタンザニアは大変恵まれた国のように見えます。
大使「確かにそうですが、タンザニアは部族の多様性とその統一
を大事にしています。タンザニアには１２０の部族があります。
これを統一し、同時に多様性を大事にしています。共通の言語ス
ワヒリ語が部族間を結びつけています。タンザニアは政治的にも
安定しており、平和を大事にしています。また、一国の平和だけ
でなく、周辺の紛争国からの難民も積極的に受け入れるなど国際
協力も重視しています」

　大使は職業外交官出身ではなく、国土省（日本の国土交通省
に相当）事務次官をへて日本の大使に。日本に勤務して２年。
「日本からの投資促進、観光客誘致、農産物の輸出促進などさら
に力を入れていきたい」
　インタビューの途中に小さな女の子が現れた。なんと、大使の
お孫さんサロメちゃん（５歳）。「東京では寂しいので赴任の時に
タンザニアから連れてきました。公邸で孫育てしています」サロ
メちゃんはインターナショナルスクールに通っているそうだ。かつ
て日本の人気テレビドラマに「子連れ狼」というのがあった。
　主題歌の「しとしとぴっちゃん しとぴちゃんーーー」というのも
流行った。
　こちらは珍しい「孫連れ大使」と言えるかもしれない。

文：山下靖典（IAC 顧問）
写真：藤倉明治（IAC 会員）

各国在日大使館は、ＩＡＣの活動のパートナーです。
それぞれの国について、「食」、「モノ」、「民族芸術」などの
シリーズとは別に、このコーナーでは直接、その国の在日
大使館を取材します。
引き続きＩＡＣ会員の取材で、このコーナーを構成します。
ご興味がある方は、事務局にお問い合わせください。

▲タンザニア連合共和国大使館 特命全権大使
 　Salome Thaddaus SIJAONA( サロメ・タダウス・シジャオナ ) さんと
　孫のサロメちゃん

タンザニア

▲民族楽器

ナミビア
ボツワナ

南アフリカ

アンゴラ
ザンビア

ガボン
赤道ギニア ソマリア

ケニア

ジンバブエ

モザンビーク

マダガスカル

ウガンダ
コンゴ共和国

カメルーン

ドドマ

タンザニア

マラウィ

▲ドドマ地方で
生産されている
ワイン

沖縄の精霊のおはなし。
沖縄の精霊
キジムナーと男の子
の友情のお話。

「キジムナーと
　　　   カミジュ」
　たまもと  さゆり

タイトル・作者
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